
MIS24-P04 会場:コンベンションホール 時間:5月 27日 18:15-19:30

HR14 RC1403-7から得られた塊状ガスハイドレートに伴う礫
Gravels Associated with a Massive Gas Hydrate Obtained from HR14 RC1403-7
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日本海東縁海鷹海脚において、JOGMEC所属の海洋資源調査船「白嶺」で掘削した HR14の RC1403（Sec. 7）では、
厚さ 20cm以上の未固結な礫層が厚さ 13cm以上の塊状ガスハイドレートの上位に認められた。この礫層から 1100＋個
の礫を回収し、各礫について長径、短径、短径/長径比、円磨度（５ランク）、球形度（４ランク）の測定のほか、岩質お
よび色を調査した。
礫径はほぼ中礫（平均 8.29mm）であり、灰白色から暗灰色の石灰質泥岩のみからなる。円磨度と球形度のきわめて良

い円礫（長径／短径比平均 0.765）を主とする。礫径分布の積算曲線を確立プロットしたところ、ほぼ１本のセグメント
となり正規分布を示すことから、エネルギーの強い流れによって供給されたことが示唆される。
礫層の上位層および塊状ガスハイドレート層の下位層は未回収であったため、礫層の層位関係は不明である。また、下

位の塊状ガスハイドレートの上部 10cm程度まで同様な礫が含有されているように見えたが、礫径分布は礫層本体とほぼ
同様であった。ガスハイドレート生成時に上位の礫層の一部を取り込んだものか、またはコアバレルの縁周辺に多く認
められたことから掘削によって未固結な礫がハイドレート中に押し入れられた可能性もあるかも知れない。礫はすべて
石灰質泥岩であり、色も明～暗灰色であり、異種礫は認められなかった。これらの堆積の場と起原については現在検討
中である。
本研究は平成 26年度経産省メタンハイドレート開発促進事業の一環として実施されたものである。
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